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本稿では，測量等による詳細計測が困難な河川の河床高を衛星画像から推測し，河道内から河川敷きに至

る河川の 3 次元標高モデルを生成する手法を提案する． 
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緒言 河川域の詳細な標高モデルは，河川氾濫等の水害予測や汚染物質の動態予測など，様々な用途で需

要がある．しかし，一般に河川には通常水が流れているため，レーザ測量等を用いても河道内の河床高を

求めるのは困難であり，コストと手間がかかる。そこで，衛星画像から河床高を推定し，河川の 3 次元標

高モデルを生成する手法を提案する．  

河床高推定実験 衛星画像から，各バンドの DN （Digital Number）値を取得し，その値から河川に対す

る河床高を推測する．推定する際には，同一河川にて実際に測量した数点のデータを用い，最尤推定法[1]

を用いて推定パラメタを求める．福島県内を流れる小高川の衛星画像と，実際に水深を測量したデータ 31

点を用意し，最尤推定を実施した．これによって求めたパラメタを用いて河川全体の河床高を推定した結

果を図 1(a)に示す．取得した 3 次元形状は例えば iRIC[2]のようなソフトを用いてシミュレーション計算に

利用可能で，水位の変化等を計算し，高水時の流況変化を再現し，河川敷きへの冠水等を詳細に観察する

こともできる．シミュレーションによって得られた水位を取得した 3 次元形状に合わせて表示した例を図

1(b)に示す．図 1(b)は，図 1(a)中の矢印方向から観察した結果である． 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 河川領域の 3 次元モデル生成; (a) 河床高推定結果，(b) 3 次元モデルとシミュレーション結果の例 

 

まとめ 人工衛星画像と数点の測量データから 3 次元の河川標高モデルを生成する手法を提案した．実際

に生成した 3 次元モデル内で水量を変化させて河川を流れる水の変化の様子を再現する実験を実施し，そ

の妥当性を，観察結果を基に確認した．しかし，河川の水面下の詳細な地形や性状等は充分に情報がない

ことが多く，結果の詳細評価には至ってない．これについては，今後の課題とする． 
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